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ヒーロー・ヒロインインタビュー

祖父がドラマー、父が吹奏楽経験者、姉が吹奏楽、

マーチングをしていて小さい頃からたくさんの音

楽に触れていたので、自分も何か楽器をやってみ

たいと思い、与那原中学校吹奏楽部へ体験に行き

ました。そこでサックスに出会い、金色に輝く見

た目や先輩の優しい指導に惹かれ始めました。

No. 号143
あなたと

町政を結ぶあなたと

町政を結ぶ

よなばるよなばる

令和６年12月１日発行

６月定例会 一般質問P

議案41号 各議員による質疑・討論3P

第９回 議会報告会＆意見交換会16-18

4-15

P

議長活動報告・12月定例会日程・編集後期19P

柏原睦玖さん

令和６年度 第３回 議会定例会報告２P

20P ヒーロー・ヒロインインタビュー 

サックス（楽器）を始めたきっかけはQ

Q

Q

憧れのプレイヤーの生音を目の前で聴くことがで

き、とても感動しています。また、4人の違った視

点からのご指導を受け、自分の中の音楽性や自由

度が広がっていくことがとても嬉しいです。自分

の課題がどんどん浮き彫りになり、改善しなけれ

ばいけない点の多さにキャパオーバーになりそう

になりますがしっかりとひとつずつ地道にこなし

ていくことで自分の成長を噛み締めています。

レッスンを受けての感想は
（楽しいこと・辛いこと等）

Q Q

私は将来、トッププロサックスプレイヤーとなり

色々なジャンルの音楽を最高水準の演奏で皆さん

にお届けできるようになりたいです。

今後の目標は

自分の音楽性を高めるために、演奏会に行ったり

音源を聞いたりしてたくさんの音楽に触れてほし

い。練習は量も必要ですが、質を大切にして意味

のある練習を心がけて行なってほしい。

憧れのプレイヤーを見つけ、出したい音のイメー

ジをより明確にして日々練習してほしい。

共に音楽をする仲間を見つけて、楽しんで音楽を

してほしい。

与那原町で音楽を
頑張っている子ども達へ一言

● 音楽をしやすい環境を作るため学生でも気軽に

　練習できる場所を安価で提供してほしい。

　(部活がない日に練習することができないため)

　(ホール練習も気軽にできるように)
● より地元の子が音楽に触れられるよう定期的に

　プロのプレイヤーを呼んで演奏会、講習会を開

　催してほしい。
● 与那原中学校にある楽器は使い古されており、

　良い音が鳴りにくいので新しい楽器にしてほし

　い(ある程度良い楽器を買わないと、良い音が

　鳴らない）。また、楽器には大きな個体差がある

　ため選定品を買ってほしい。
● 県外などの大会出場にあたって町からの助成金

　の増額。

与那原町への希望・要望は

私の憧れのプレイヤーである上野耕平さんにレッ

スンを受けられると知って、最初は躊躇していま

したが、野原シーサー朝宇先生に背中を押してい

ただきオーディションに挑戦しました。合格した

時は、最初は信じられませんでしたが、だんだん

と実感が湧き大喜びで日頃お世話になっている先

生や家族、友達に連絡したのを覚えています。ま

た、嬉しくも１月の本番をたくさんの人の前で演

奏することを想像すると少し緊張や不安がよぎり

ました。

オーディションを受けたきっかけ及び、
合格した時の感想は

Q

　今回紹介するヒーロー・ヒロインは、東浜在住
の柏原睦玖さん。
　Ｔｈｅ Ｒｅｖ Ｓａｘｏｐｈｏｎｅ Ｑｕａｒｔｅｔ（ザ レヴ サク
ソフォン カルテット）の「プロデュース企画2024」
オーディションに合格し、１月に東京で行われるレ
ヴとのコンサートでの共演を目指し、現在レッスン
に取り組んでいます。また、板良敷青年会でのエ
イサーや青年会活動をはじめ、趣味のスケート
ボードなど、今後の与那原町を担う人材として紹
介します。

 照屋　勤
てるや つとむ

森下区長

Saxophone
Quartet

The Rev
Saxophone

Quartet
The Rev

「Ｔｈｅ Ｒｅｖ Ｓａｘｏｐｈｏｎｅ Ｑｕａｒｔｅｔ」とは
…東京藝術大学卒の４人で構成され、
全国各地でリサイタルやアウトリーチ活
動など、様々な演奏活動を行うサクス
フォンカルテット

かし   はら む く

かし   はら む く

沖縄県立那覇高等学校２年  柏原 睦玖さん コン
サー
ト共
演

コン
サー
ト共
演

コン
サー
ト共
演

かし   はら む く コンサートに向けたレッスンの様子を動画で見ることができます↑

命を守ろ
う！
後ろを振

り返るな
！
さあ走ろ

う！命を守ろ
う！
後ろを振

り返るな
！
さあ走ろ

う！

令和６年11月５日 地震津波避難訓練
（上の森保育園・分園のようす）

◎人の事を考えて行動すれば
　間違いはない
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　９月に開催された定例会は、９月９日（月）～27日（金）までの19日間の会期で開催しました。今回
の定例会では、報告２件、議案10件（議案第41号～第50号）、認定５件（認定第１号～第５号）、決
議１件が審議されました。今回は、決算審議ということもあり、認定５件においては、各委員会で慎重
審議が行われました。
　審議結果としては、議案41号・44号については、賛成多数にて可決。その他議案及び認定におい
ては、全会一致にて可決となりました。

令和６年 第3回 定例会（９月議会）
令
和
６
年  

第
３
回 

定
例
会（
９
月
議
会
）

議案第41号 与那原町民平和の日を定める条例の一部を改正する条例

議案第44号 八重瀬町・与那原町学校給食センター協議会の設置について

改正の理由 　第二次世界大戦における日本国内での地上戦に関する政府見解も踏まえ、本条
例の一部を改正する。

概　　要

　第１条で、第二次世界大戦における地上戦について、沖縄戦が国内唯一としてい
るところ、日本国内（領土）における地上戦は複数の地域において行われており、そ
の見解が閣議決定（平成22年５月21日鳩山内閣）され、現在も引き継がれている。
　沖縄戦は、多くの住民を巻き込み凄惨を極めた。この経験を風化させることなく次
世代に継承し、世界の恒久平和を念願することが重要である。

第二次世界大戦において国内で唯
一地上戦が行われた沖縄戦の悲惨
さや……

第二次世界大戦において多くの住
民を巻き込む地上戦となった沖縄
戦の悲惨さや……

現
行

改
正
案

町民からのご指摘があったんだよ!

歴史の見かたや考え方を色々調べて

今回、条例改正することになったんだ

なぜ今回条例の

改正が行われたの？

議案「第44号」に関する議員の賛否

識
名　

盛
紀

当
真　

聡

山
口　

修

松
長　

康
二

上
原　

晃

我
謝　

孟
範

諸
見
里 

史
子

古
堅　

亮
吉

新
垣　

真
一

志
村　

幸
司

相
羽 

と
し
え

舩
谷　

政
喜

議決
結果

議　　員　　名

原案可決 ○○▲○○○○○○○○○
〇（賛成）　×（反対）　▲（棄権）

※山口議員については採決の際に議場離席のため「棄権」▲扱いとなる。
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質疑の様子については、You Tubuを見てね！
（令和６年第３回定例会本会議１日目を参照）

また、下記には、賛否一覧表及び条例変更への
賛否討論を記載しているよ。

議
案
41
号 

各
議
員
に
よ
る
質
疑
・
討
論

＊その他の議案名等については与那原町議会HP（http：//www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/）をご覧ください。

識
名　

盛
紀

当
真　

聡

山
口　

修

松
長　

康
二

上
原　

晃

我
謝　

孟
範

諸
見
里 

史
子

古
堅　

亮
吉

新
垣　

真
一

志
村　

幸
司

相
羽 

と
し
え

舩
谷　

政
喜

議決
結果

議　　員　　名

原案可決 ○○○○

××

○○○

××

○

〇（賛成）　×（反対）

議案「第41号」に関する議員の賛否

議案41号に対し、各議員より
　　　白熱した質疑・討論が行われる

※討論につきましては一部抜粋となっています

賛成討論

当真 聡 議員

　唯一という文言が閣議決定のなかで、事実に
反しているという見解から、今回の条例改正に
おいては理解をし、賛成はするが、改正の文言
自体が軽んじて受け取られる部分もある。
　質疑において提案した「住民を巻き込む」と
いう部分を「沖縄県民」に変えるなど、執行部
が今回の各議員からの質疑を、今後再度検討
していただくというのを期待して、賛成者の立
場で討論とする。

識名 盛紀 議員

　唯一であったかどうかと言う事であり、条文
事態は、戦争に対する悲惨さや住民を巻き込
んだ犠牲などの事実は変わることなく、今まで
の戦争の悲惨さを否定するわけではない。
　少なからずとも、南樺太、千島列島、北方四
島に住んでいた住民も犠牲になっている。犠牲
になった数の問題ではなく、一人ひとりの命の
重さは変わらない。
　また、唯一という文言が歴史的にも検証され
たとの答弁が課長、町長からあったが、今回の
条例文言が変更になっても戦争の悲惨さや、そ
れに対する趣旨は変わらないので、賛成者の
立場で討論とする。

反対討論

我謝 孟範 議員

　戦後79年間これまで一貫して、唯一の地上
戦という事で沖縄県民誰もが使用していた文
言が、政府の見解、閣議決定によって沖縄戦
は唯一の地上戦ではなくなった。今回条例の
文言を変更することにより、教科書や政府の
広報機関にも影響があると考える。文言修正
は最低でも「全県民・全県土」が巻き込まれた
文言に直すべきだと考えるため、反対者の立
場で討論とする。

志村 幸司 議員

　意見としては、当真議員に近い考えもある
が、今回急いで条例変更するべきではない。
　課長や町長の答弁を確認したなかで、条例
変更を急務で求められているわけでもないの
で、まだ考える時間はある。今回この条例変更
にとりあえず賛成をし、その後から執行部側
が再度検討するとなると、なかなか進まない
という思いがあるので、今回の条例変更には
反対をし、改正文言については、再度検討を
重ねていただきたいので、反対の立場で討論
とする。
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保
育
園
へ
の
支
援
強
化
を

与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り

の
安
全
管
理
は
適
切
か

渋
滞
緩
和
に
つ
な
が
っ
た
行
き
先
別
表
示

考
え
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
調
整
額

は
到
底
足
り
て
い
な
い
と
思
う
が
、

業
務
を
減
ら
す
な
り
、
負
担
軽
減
に

取
り
組
む
の
が
私
た
ち
の
仕
事
と
考

え
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
町
の
判
定
会
議
で
判
断

し
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
支
援
員
配
置
事
業
の
１
日
当
た

り
６
時
間
分
の
補
助
は
県
の
規
則
に

基
づ
い
て
い
る
が
、
実
際
に
足
り
て

い
る
か
を
事
業
者
に
確
認
し
て
い
く
。

要
支
援
児
童
に
つ
い
て
は
、
職
員
同

士
で
情
報
共
有
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
特
性
や
傾
向
を
理
解
し
た
上
で
、

健
常
児
も
含
め
健
康
で
安
全
に
園
生

活
が
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。ま
た
、土
曜
日
保
育
に
つ
い
て
は
、

急
に
仕
事
に
な
っ
た
場
合
な
ど
の
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
対
応
を
含
め
整
理
し
て

い
き
た
い
。

側
の
Ｕ
字
柵
も
撤
去
し
た
。
渋
滞
対

策
と
し
て
は
行
先
別
案
内
及
び
チ
ラ

シ
に
よ
る
告
知
と
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
を
行
い
、
昨
年
と
比
較
し
１
時

間
早
く
渋
滞
解
消
が
で
き
た
。
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
は
浦
西
駅
、
首
里
駅
か
ら

の
導
線
も
今
後
検
討
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
相
乗
効
果
は
、
地

域
の
経
済
活
性
化
や
住
民
の
交
流
な

ど
様
々
な
面
で
出
て
い
る
と
思
う

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
後
に
詳
細
を

報
告
予
定
で
あ
る
。

教育現場の労働環境適正化を
― 学校教育を守るために、教職員が疲弊しない仕組み作りを！ ―

一
般
質
問

９
月
定
例
会

質
問　

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校

等
の
教
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
お
い
て
、
教
職
員
に
は

調
整
額
を
払
い
残
業
代
は
支
払
わ
れ

な
い
が
、
現
状
は
見
合
わ
な
い
過
重

残
業
と
な
っ
て
お
り
、
教
職
員
の
負

担
が
極
端
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

働
き
方
の
見
直
し
等
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　
月
残
業
80
時

間
を
超
え
る
残
業
を
０
へ
、
及
び
同

45
時
間
未
満
の
残
業
者
を
80
％
以
上

に
す
る
と
い
う
目
標
の
も
と
、
出
退

勤
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
留
守
番
電
話

の
設
置
、
閉
庁
日
の
導
入
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

垣
花
教
育
長　

や
ら
な
く
て
い
い
こ

と
は
ど
ん
ど
ん
止
め
て
い
く
と
い
う 志 村 幸司

し　　むら　 こう　 じ

 議員

質
問　

特
別
支
援
保
育
事
業
と
障

害
児
支
援
員
配
置
事
業
の
実
施
状

況
を
伺
う
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育

は
専
門
性
が
必
要
と
思
う
が
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
土
曜
日
保
育

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

両
事
業
に

質
問　

ま
つ
り
会
場
の
安
全
対
策
及

び
渋
滞
対
策
は
、
十
分
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
町
全
体
へ
の
相
乗
効
果
は
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

安
全
対

策
は
、
会
場
を
広
く
使
う
工
夫
と
し

て
ス
テ
ー
ジ
設
置
場
所
を
変
更
し
、

出
入
り
口
の
混
雑
防
止
で
マ
リ
ー
ナ

過重労働により精神疾患者が増加

沖縄県内教職員の精神疾患求職者数の推移
（県報告資料より）

（単位：名）

174 176

229

2014年 2018年 2022年
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な
ぜ
５
ｍ
短
く
な
っ
た
！

今
年
の
大
綱

止
ま
ら
ぬ
米
軍
人
軍

属
に
よ
る
重
大
犯
罪

2008 09 10 11 12 13 14 15（年）

160

120

80

40

0

（件）
沖縄県 46都道府県

82

68

63

74

74

63

59

64

62

79

43

65

47

50

56

76

46都道
府県
52.6％
539件

沖縄県
47.4％
486件

米
軍
人
な
ど
に
よ
る
犯
罪
摘
発

数
の
沖
縄
県
と
他
府
県
の
比
較

よ
り
、切
り
替
え
が
必
要
と
な
る
。マ

イ
ナ
保
険
証
と
の
紐
付
け
が
な
い
方

は
資
格
確
認
書
が
自
宅
へ
郵
送
さ
れ

る
。

質
問　

多
く
の
町
民
か
ら
不
安
の
声

が
あ
る
。周
知
方
法
等
ど
う
取
り
組

む
か
。

具
志
堅
健
康
保
健
課
長　

町
の
広

報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
。年
齢
到
達
に
達
す
る
方
に
個

別
に
変
更
案
内
を
郵
送
し
、窓
口
で

の
確
認
と
手
続
き
な
ど
個
別
に
説
明

し
て
い
き
た
い
。

機
関
や
団
体
と
今
後
も
協
議
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

質
問　

毎
年
作
ら
れ
る
大
綱
は
、東

西
長
さ
45
ｍ
と
決
ま
っ
て
い
る
。今
年

は
両
方
と
も
40
ｍ
だ
っ
た
が
、な
ぜ
そ

う
な
っ
た
の
か
、当
局
は
確
認
さ
れ
た

か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

そ
の
情

報
は
、各
区
の
綱
作
り
の
時
点
で
、東

西
の
係
が
話
合
い
を
持
っ
て
実
行
委

員
会
で
決
め
た
事
は
聞
い
て
い
る
。

質
問　

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
、米

野
古
移
設
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
反

対
の
立
場
と
答
え
て
い
る
が
、今
後

も
本
町
の
平
和
に
つ
い
て
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

どうなる？国民健康保険証
― 住民に分かり易い説明と周知の考えは ―

質
問　

政
府
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
カ
ー
ド

に
健
康
保
険
証
の
機
能
を
統
合
し
た

マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
本
化
し
て
、現
行

の
保
険
証
を
廃
止
す
る
方
向
へ
進
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。本
町
は
今
後
の

健
康
保
険
証
の
取
り
扱
い
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

具
志
堅
健
康
保
険
課
長　

国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、令
和
６

年
12
月
２
日
よ
り
保
険
証
の
新
規
発

行
が
で
き
な
く
な
る
。令
和
６
年
発

行
の
保
険
証
は
令
和
７
年
12
月
１

日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
の

期
間
内
に
70
歳
に
な
る
方
は
、自
己

負
担
割
合
の
表
示
内
容
が
変
わ
る
た

め
切
替
が
必
要
に
な
る
。令
和
６
年

12
月
２
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
に

一
般
質
問

９
月
定
例
会

上 原　晃
うえ　　 はら　　  あきら

 議員

質
問　

大
綱
曳
ま
つ
り
、来
場
者
が

約
７
千
人
、全
体
で
は
２
日
間
で
約

６
万
人
が
来
場
し
た
が
、大
綱
曳
及

び
ま
つ
り
会
場
等
に
何
も
問
題
な
い

か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

大
き
な

問
題
は
な
か
っ
た
と
思
う
。し
か
し
、

ま
つ
り
、綱
曳
、両
方
と
も
あ
ら
ゆ
る

面
で
改
善
点
や
、今
後
協
議
が
必
要

な
点
は
あ
る
か
と
思
う
の
で
、関
係

軍
人
軍
属
等
に
よ
る
女
性
へ
の
性
的

暴
力
事
件
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
。

照
屋
町
長　

こ
の
問
題
の
大
き
な
所

は
、県
へ
の
通
報
が
３
カ
月
以
上
も

遅
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
大
き

な
問
題
だ
っ
た
と
思
う
。与
那
原
町

議
会
で
も
意
見
書
、抗
議
決
議
書
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、私
も

ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
。

提
言　

町
長
も
普
天
間
飛
行
場
の
辺

沖縄県と他府県
の累計数の比較
（2008～15年）

※全国知事会米軍基地負担に関する研究会まとめ

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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防
災
対
策
は

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

東
の
拝
所

阿
知
利
世
主
に
目
印
を

介護施設グループホームとことんで防
災のＢＣＰ（事業継続計画）作成の為
の机上シミュレーション訓練を行った

東の綱行列が出発する場所「史跡 阿知利世主」

負
担
も
減
っ
た
と
の
こ
と
。参
考
に
し

て
ほ
し
い
。

質
問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業

務
効
率
化
の
為
に
取
り
入
れ
て
い
る

Ｄ
Ｘ
だ
が
、か
え
っ
て
役
場
職
員
の
業

務
過
多
に
繋
が
っ
て
は
い
な
い
か
。

岡
総
務
課
長　

安
定
的
な
運
用
、
ト

ラ
ブ
ル
回
避
、
情
報
提
供
な
ど
の
為

に
来
年
度
ま
で
専
門
委
託
の
予
算
を

付
け
た
。そ
の
評
価
を
受
け
今
後
の

方
向
性
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

照
屋
町
長　

行
政
を
進
め
る
上
で
必

須
。専
門
的
な
方
を
採
用
し
て
い
く

想
定
を
し
て
い
る
。

質
問　

精
神
疾
患
な
ど
で
休
職
し
て

い
る
職
員
も
多
い
と
聞
く
。環
境
づ

く
り
、
適
切
な
人
員
配
置
は
い
か
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

岡
総
務
課
長　

職
員
に
は
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
修
、専
門
家
に
よ
る
面
談
を

実
施
。人
事
に
お
い
て
は
行

政
事
務
改
善
委
員
会
で
人
員

配
置
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

提
言　

多
く
の
企
業
で
採
用

し
て
い
る
３
６
０
度
評
価
シ

ス
テ
ム
で
多
面
的
に
評
価
を

す
る
手
法
も
活
用
し
て
ほ
し

い
。

質
問　

避
難
所
指
定
箇
所
で
、
実
際

に
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

実
績
は

無
い
。昨
年
８
月
の
台
風
時
や
４
月

の
津
波
で
多
く
の
避
難
者
を
受
け
入

れ
た
が
、役
場
内
の
指
揮
系
統
の
統
一

や
受
付
の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

質
問　

水
・
電
気
・
ガ
ス
を
使
用
し

な
い
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
、
小
さ
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
実
施
で
き
な

い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

地
域
の

子
供
会
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
関

係
団
体
と
連
携
し
、
実
施
に
向
け
た

支
援
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

与
那
原
大
綱
曳
で
、
東
の
集

合
場
所
が
わ
か
ら
な
い
、
ト
イ
レ
が

な
い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
が
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

看
板
の

設
置
や
中
島
区
公
民
館
の
ト
イ
レ
の

案
内
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

公
民
館
の
お
手
洗
い
も
古
い
。

改
修
な
ど
で
き
な
い
か
。

岡
総
務
課
長　

総
務
課
予
算
の
修
繕

補
助
金
等
々
を
活
用
す
る
手
法
も
あ

る
。

人づくりこそまちづくり
― 教育現場・職場の環境改善を ―

一
般
質
問

９
月
定
例
会

相羽としえ
あい  ば

 議員

質
問　

教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
の

為
に
も
、
水
泳
や
ダ
ン
ス
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
な
ど
、
専
門
的
な
授
業
は
専

門
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

水
泳
は
県
か

ら
指
導
員
を
派
遣
、
ダ
ン
ス
は
Ｐ
Ｃ

端
末
を
利
用
し
主
体
的
に
学
び
活
動

し
て
い
る
。プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
専

門
の
職
員
指
導
の
も
と
実
践
し
て
い

る
。

提
言　

浦
添
市
立
神
森
小
学
校
は
、

築
50
年
の
プ
ー
ル
を
再
建
す
る
か
、

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
委
託
す
る

か
試
算
を
し
た
所
、
ほ
ぼ
同
額
だ
っ

た
こ
と
か
ら
委
託
を
決
定
。安
全
性

や
水
泳
技
術
も
向
上
し
、教
職
員
の

あ
が
り

あ
が
り

あ
　  

ち
　
　
り
　
ゆ
う
　 

ぬ
し

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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町
民
福
祉

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る

学
校
施
設
の
安
全
性
、

町
と
し
て
の
対
応
は

与那原中学校のテニスコートのフェンスが低く危険。早急に安全対策を

自治体の給食無償化の状況

※四捨五入のため合計100％にならない。
　小中学校には特別支援学校などを含む
　「文部科学省の2023年度調査」より

小中学校で
全面的に実施
30.5％

小学校のみなど
一部で実施
9.8％

実施せず
59.8％

「
シ
ル
バ
ー
生
き
活
き
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

と
は…

町
内
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
手
伝
っ
て
い
る
事
業
。

ご
み
出
し
・
買
い
物
・
草
刈
り
・
病
院
の
付
き

添
い
等
。

質
問　

認
知
症
の
た
め
、ご
み
出
し

ル
ー
ル
が
守
れ
ず
困
難
を
抱
え
て
い

る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

照
屋
福
祉
課
長　
「
シ
ル
バ
ー
生
き
活

き
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
、ご
み
出
し

支
援
を
行
っ
て
い
る
。地
域
支
援
の
推

進
員
が
、家
庭
訪
問
し
て
相
談
を
受

け
て
い
る
。

質
問　

中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

フ
ェ
ン
ス
が
低
く
、ボ
ー
ル
が
町
道
沿

い
に
飛
び
、事
故
が
発
生
し
危
険
な

問
題
が
起
き
て
い
る
。町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

現
地
の

状
況
と
発
生
状
況
を
確
認
し
、防
球

ネ
ッ
ト
の
設
置
を
依
頼
し
た
。

質
問　

事
故
が
発
生
し
た
時
の
保
険

は
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

児
童
生
徒

が
授
業
な
ど
で
学
校
管
理
下
に
お
い

て
怪
我
を
負
っ
た
場
合
の
保
険
と
し

て
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
救
済
給
付
制
度
に
加
入
し
て
い

る
。ま
た
、教
育
活
動
時
に
お
け
る
物

損
等
の
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て
は
、

町
で
か
け
て
い
る
全
国
町
村
会
総
合

賠
償
保
険
制
度
に
加
入
し
、物
損
事

故
な
ど
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

与
那
原
小
学
校
の
校
舎
建
て

替
え
の
考
え
の
見
解
を
伺
う
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

目
標
年
度

は
２
０
２
９
年
度
の
予
定
で
あ
る
。

中学生の給食費無償化
― 町の支援で保護者の負担軽減へ！ ―

質
問　

２
０
２
５
年
か
ら
中
学
生
の

給
食
費
を
無
償
化
し
た
場
合
、１
年

間
の
町
の
負
担
金
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

町
の
賄
い
費

の
負
担
金
は
９
４
６
９
万
３
５
０
０

円
。県
補
助
と
し
て
入
っ
て
く
る
見
込

み
の
額
は
１
４
８
７
万
７
５
０
０
円
。諸見里史子

もろ み   ざと  ふみ  こ

 議員

保
育
園
年
長
児
と
沖
縄
女
子
短

期
大
学
保
育
科
の
交
流
会
を

保
育
士
不
足
に
よ
る
人
材
確
保
の

た
め「
与
那
原
町
保
育
士
等
就
職

奨
励
金
事
業
」設
置
を

「
介
護
脱
毛
」の
必
要
性
は

与
那
原
小
学
校
の
プ
レ
ハ
ブ
教
室

の
負
担
軽
減
を

そ
の
他
の
質
問

一
般
質
問

９
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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県
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
を

　
　
　

町
に
売
却
せ
よ

財
政
健
全
化
に

　
　

ど
う
取
り
組
む
か

開発が進まない東浜Bブロック

皆
さ
ん
の
知
恵
も
借
り
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

令
和
５
年
度
の
決
算
の
指
標

は
、一
応
黒
字
で
は
あ
る
が
安
心
で
き

な
い
。役
場
内
の
各
課
の
コ
ス
ト
を
今

後
ど
の
よ
う
に
下
げ
て
い
く
か
。

新
垣
財
政
課
長　

一
番
大
切
な
こ
と

は
、私
た
ち
職
員
の
意
識
改
革
だ
と

考
え
て
お
り
、あ
ら
ゆ
る
事
業
に
つ
い

て
町
長
は
じ
め
職
員
一
人
一
人
が
常

に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、新
た
な
財

源
を
生
み
出
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
向
上
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

提
言　

予
算
は
１
円
た
り
と
も
無
駄

に
せ
ず
、町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
や

生
活
の
向
上
に
役
立
て
る
も
の
だ
と

い
う
意
識
を
常
に
持
ち
な
が
ら
執
行

し
て
も
ら
い
た
い
。

大型ＭＩＣＥ事業なぜ入札不調に
― 戦略の見直し両町（西原・与那原）で県に要請を！ ―

質
問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
入
札
参
加

申
請
受
付
は
ど
う
な
っ
た
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

今
回
の
入

札
公
募
は
、９
月
２
日
か
ら
18
日
ま

で
の
間
で
入
札
参
加
す
る
事
業
者
は

入
札
参
加
表
明
書
等
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
っ
た
が
、申
込
期
限
内
に

提
出
が
な
か
っ
た
た
め
入
札
不
調
に

な
っ
た
事
を
確
認
し
て
い
る
。

質
問　

戦
略
を
見
直
す
よ
う
に
両
町

で
県
に
要
請
し
、今
後
ど
う
あ
る
べ
き

か
是
非
主
張
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

照
屋
町
長　

今
後
沖
縄
が
ア
ジ
ア
・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
を
考
え
た
と
き
、

今
一
度
県
に
検
証
を
さ
せ
て
、西
原

町
・
与
那
原
町
で
ど
の
よ
う
な
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
の
魅
力
あ
る
発
信
が
で
き
る

か
、西
原
町
も
含
め
、他
の
有
識
者
の 識 名 盛 紀

しき　　な　 せい　  き

 議員

質
問　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
と
北
側
マ
リ
ー

ナ
を
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
切
り
離
す
こ
と
が

与
那
原
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て

も
ベ
ス
ト
。是
非
そ
の
件
を
再
度
公

募
し
て
は
。

照
屋
町
長　

県
知
事
に
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

が
今
後
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
再
公
募
と
な
っ

て
も
、与
那
原
町
の
構
想
に
従
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
話
を
直
接
要
請

し
て
い
く
。

質
問　

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ

た
東
海
岸
地
域
の
成
長
戦
略
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

照
屋
町
長　

県
が
サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ
ル

ト
構
想
を
打
ち
立
て
て
、東
海
岸
の

市
町
村
が
連
携
し
、活
性
化
の
た
め

に
観
光
経
済
的
な
面
か
ら
も
し
っ
か

り
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

整
備
に
関
連
す
る
主
な
経
過

平
成
27
年
度

※

令
和
６
年
11
月
時
点

【
沖
縄
県
】

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
が
与
那
原
町
、

西
原
町
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
に
整
備

が
決
定

平
成
28
年
度

【
沖
縄
県
】

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
基
本
計

画
策
定

【
沖
縄
県
】

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

令
和
元
年
度

【
沖
縄
県
】

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
の
形

成
に
向
け
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
可
能
性

調
査
業
務

【
与
那
原
町
】

第
５
次
与
那
原
町
総
合
計
画
の
策

定（
重
要
施
策
へ
の
記
載
）

平
成
29
年
度

【
与
那
原
町
】

第
４
次
総
合
計
画
等
各
種
計
画
の

一
部
改
正

平
成
30
年
度

【
沖
縄
県
・
与
那
原
町
・
西
原
町
】

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
策
定

【
沖
縄
県
】

一
括
交
付
金
に
よ
る
整
備
を
断
念

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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本
町
出
身
県
議
に

　
　

期
待
す
る
も
の
は

質
問　

２
０
２
９
年
供
用
開
始
と

町
民
、県
民
に
明
言
し
て
い
る
。県
の

責
任
感
の
な
い
事
業
運
営
に
対
し

て
、手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
べ
き
で
は

な
い
。西
原
町
と
も
協
議
し
て
本
当

に
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、新
た
に
町

民
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
施
設
は
な

い
の
か
、そ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
べ

き
だ
と
思
う
が
。

照
屋
町
長　

議
員
が
言
う
の
も
も
っ

と
も
だ
と
思
う
。私
も
様
々
な
ジ
レ

ン
マ
を
感
じ
な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ま

に
２
０
２
９
年
３
月
供
用
開
始
と
伝

え
て
き
た
。４
２
０
億
円
と
い
う
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
県
の
検
証

内
容
を
確
認
し
、今
ま
で
ど
お
り
の

こ
と
を
も
う
一
度
や
る
と
言
う
の
な

ら
納
得
し
が
た
い
と
思
う
が
、今
一
度

県
の
説
明
を
確
認
し
た
い
。

質
問　

検
証
す
る
こ
と
は
悪
い
事
で

は
な
い
が
、町
長
の
責
任
と
し
て
、現

状
を
町
民
と
議
会
に
伝
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
も
ら
い
た
い
。我
々
議
会
と
し
て
も

西
原
町
と
の
協
議
の
中
で
色
々
な
提

案
を
し
た
い
が
ど
う
思
う
か
。

照
屋
町
長　

当
然
議
会
と
し
て
様
々

な
考
え
を
示
し
て
く
れ
た
ら
、私
と

し
て
も
あ
り
が
た
い
。そ
れ
も
聞
き
な

が
ら
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
伝
え
、今

後
の
県
で
の
会
議
で
も
我
々
の
思
い

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

新たな施設も考えるべき
― MICE入札どの企業も手を挙げない理由は ―

質
問　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は「
ピ
ス

ト
ル
は
撃
た
れ
た
か
ら
止
ま
る
こ
と

は
な
い
！
」と
照
屋
副
知
事
が
明
言

し
て
い
た
が
、も
う
す
で
に
９
月
18
日

の
時
点
で
止
ま
っ
て
い
る
、こ
れ
以
上

指
を
く
わ
え
て
待
つ
の
か
。

照
屋
町
長　

県
の
説
明
に
よ
る
と

①
コ
ロ
ナ
後
、旺
盛
な
建
設
事
業
が

　

あ
っ
た

②
働
き
方
改
革
で
週
休
２
日
に
な
っ

　

た
り
、ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

　

の
建
設
が
増
加
し
た

③
大
阪
万
博
も
あ
り
、タ
イ
ミ
ン
グ

　

が
悪
か
っ
た

以
上
の
要
因
で
入
札
が
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。県
と
し
て
も
今
一
度
精

査
を
し
た
い
と
の
議
論
で
止
ま
っ
て

い
る
。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

当 真　聡
とう　　　ま　　　さとし

 議員

質
問　

今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙
で

当
選
し
た
本
町
出
身
の
徳
田
県
議
に

何
を
期
待
す
る
か
。

照
屋
町
長　

与
那
原
の
問
題
や
課
題

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、県
政
の
場
で

し
っ
か
り
訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
も
含
め
た
様
々
な
イ
ン
フ
ラ

な
ど
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
事
を
大

い
に
期
待
す
る
。

令
和
２
年
度

【
沖
縄
県
】

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
形
成

に
向
け
た
基
本
計
画
等
検
討
業
務

【
沖
縄
県
・
与
那
原
町
】

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
に
関

す
る
住
民
説
明
会

令
和
３
年
度

令
和
５
年
度

【
沖
縄
県
】

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ

リ
ア
の
形
成
に
向
け
た
基
本
計
画

等
検
討
業
務

【
東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
】

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
基
本
計
画
の
年

内
公
表
に
関
す
る
要
請
行
動
実
施

【
沖
縄
県
】

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
国
際
会
議
・

大
型
展
示
場
整
備
運
営
等
事
業

実
施
方
針
公
表

【
沖
縄
県
・
与
那
原
町
】

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
国
際
会
議
・

大
型
展
示
場
整
備
住
民
説
明
会

令
和
６
年
度

【
沖
縄
県
】

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
国
際
会
議
・

大
型
展
示
場
整
備
運
営
等
事
業

入
札
公
告
開
始

【
沖
縄
県
】

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
国
際
会
議
・

大
型
展
示
場
整
備
運
営
等
事
業

入
札
不
調

令
和
４
年
度

【
沖
縄
県
】

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ

リ
ア
形
成
事
業
基
本
計
画
策
定

大型MICE施設予定地

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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本
町
の
障
が
い
者
施
策

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

新
垣
財
政
課
長　

各
種
業
務
の
効

率
化
や
事
業
の
取
捨
選
択
、人
件
費

増
大
の
抑
制
な
ど
、歳
出
経
費
の
削

減
を
図
る
こ
と
。常
に
財
源
に
つ
い
て

も
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
関
連
し
た

町
事
業
の
導
入
や
、町
内
民
間
企
業

の
育
成
、企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
町

税
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
。ま
た
、個

人
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
強
化
で
、自
主
財
源
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

本
員
は
障
が
い
者
と
い
う
立

場
に
な
っ
た
が
、現
在
、我
が
議
会
で

は
障
が
い
者
施
策
に
対
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
と
い
う
の
が
条
例
も
含
め

て
あ
ま
り
な
い
。こ
れ
を
議
長
の
判
断

の
下
で
事
務
局
長
を
は
じ
め
、い
ろ
い

ろ
な
努
力
を
さ
れ
て
先
進
事
例
を
見

て
い
た
だ
い
て
い
る
。本
員
を
事
例
に

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

照
屋
町
長　

今
、山
口
議
員
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、今
回
３
年
前
に
、

こ
の
庁
舎
を
建
て
替
え
た
際
に
全
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
い
る
。そ
れ
か

ら
今
後
も
公
園
、あ
る
い
は
様
々
な

と
こ
ろ
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

は
必
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。そ
れ

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
鋭
意
努
力
し

て
参
り
た
い
。

質
問　

教
職
員
を
含
む
役
場
全
職

員
の
メ
ン
タ
ル
に
よ
る
休
職
者
は
何

名
で
全
体
の
何
％
に
な
る
か
。　　

岡
総
務
課
長　

本
町
教
職
員
の
メ
ン

タ
ル
不
調
に
よ
る
退
職
率
は
令
和
５

年
度
に
お
い
て
は
、５
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。２
点
目
の
現
時
点
で
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
の
必
要
な
人
は
何
名
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、ま
ず
総

論
と
し
て
申
し
上
げ
る
と
メ
ン
タ
ル

不
調
と
い
う
の
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
可
能
性
が
あ
る
。そ
う
い
っ
た
意

味
で
は
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
全
員
に
対

し
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
本
町
で

は
復
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
や
メ
ン
タ
ル

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

与那原町として良い方向へ向かう施策
― 課題を解決する取り組みを早急に！ ―

一
般
質
問

９
月
定
例
会

質
問　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

本
年
度
は
何
か
課
題
に
上
が
っ
た
の

か
。

新
垣
財
政
課
長　

懸
念
事
項
と
し
て

３
つ
あ
る
。

①
広
域
連
携
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

建
設
事
業

②
与
那
原
小
学
校
建
て
替
え
事
業

③
人
件
費
の
増

と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
連
し
た
事
業

で
財
政
の
変
化
は
あ
っ
た
か
否
か
。

新
垣
財
政
課
長　

現
段
階
で
は
本
町

財
政
へ
の
変
化
や
影
響
は
出
て
い
な

い
。

質
問　

与
那
原
町
と
し
て
良
い
方
向

に
向
か
う
た
め
に
、何
か
施
策
は
あ

る
の
か
。

山 口　修
やま　　ぐち　　　おさむ

 議員

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

７
つ
の
原
則

だれでも使えて公平
に手にいれられる

柔軟に使用できる 使い方が簡単にわか
る

使う人に必要な情報
が簡単に伝わる

使うときに適当な広さ
がある

間違えても重大な結
果にならない

少ない力で効率的
に、楽に使える

公平性 自由度 単純性

わかりやすさ 安全性 省体力

スペースの確保 「ユニバーサルデザイン」とは…年齢や性別、国籍、身
体の状況など、さまざまな個性や違いにかかわらず、誰も
が利用しやすいようにデザイン

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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職員がいきいきと働ける
気配りと援助を



沖
縄
戦
を
風
化
さ
せ
な

い
平
和
学
習
の
取
り
組
み

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

で
自
殺
対
策
を
！

修
学
旅
行
費

一
括
請
求
の
理
由
と
は

与那原町の観光名所軽便与那原駅舎

る
水
路
の
活
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。平
時
の
活
用
も
含
め
て
、

企
業
へ
の
公
募
を
か
け
て
は
ど
う
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

東
浜
水

路
を
会
場
と
し
た「
水
辺
の
フ
ェ
ス

タ
・
マ
ル
シ
ェ
」を
開
催
し
て
き
た
が
、

平
時
の
活
用
に
つ
い
て
企
業
へ
の
公

募
等
、検
討
し
た
い
と
思
う
。

質
問　

知
念
高
校
海
側
の
海
岸
通
り

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

ネ
ー
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
公
募
を
か
け
て
、ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
で
検
討
し
た
結

果
、「
て
ぃ
ー
だ
ぬ
な
ー（
太
陽
の
庭
）

ロ
ー
ド
」で
決
定
し
た
。今
後
、看
板

と
フ
ラ
ッ
グ
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。

質
問　

町
民
平
和
の
日
を
定
め
る
条

例
の
一
部
の
条
文
変
更
が
あ
っ
た
こ

と
で
、沖
縄
戦
が
風
化
す
る
の
で
は
と

心
配
す
る
方
々
が
い
る
と
思
う
。そ

こ
で
小
・
中
学
校
や
町
で
の
平
和
学

習
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。何

度
も
質
問
し
て
い
る
が
板
良
敷
に
あ

る
ト
ー
チ
カ
も
平
和
学
習
に
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　

戦
争
体
験

者
の
話
、平
和
記
念
資
料
館
、詩
や
絵

画
、作
文
、放
送
読
書
、図
書
館
の
展

示
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
平
和
へ
の

願
い
を
表
現
し
て
い
る
。

岡
総
務
課
長　

役
場
１
階
町
民
ラ

ウ
ン
ジ
で
の
パ
ネ
ル
展
、町
内
の
戦
跡

め
ぐ
り
、町
民
平
和
の
日
記
念
式
典

を
行
い
、恒
久
平
和
に
向
け
た
反
戦

の
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

ト
ー

チ
カ
は
、あ
る
程
度
制
限
も
あ
り
使

用
で
き
る
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
う
。

質
問　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
座
の
日

程
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。受
講
修
了
書

の
発
行
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

具
志
堅
健
康
保
険
課
長　

講
座
日

程
は
12
月
３
日
に
行
う
事
に
な
っ
た
。

今
回
は
県
の
事
業
で
の
講
座
に
な
る

た
め
、受
講
修
了
書
の
発
行
は
で
き

な
い
が
、今
後
与
那
原
町
が
独
自
で

事
業
を
実
施
し
た
際
に
は
受
講
修
了

書
の
発
行
は
可
能
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

修
学
旅
行
で
の
旅
費
は
一
括

請
求
と
の
事
だ
が
、理
由
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

垣
花
教
育
長　

利
息
の
付
き
方
と
か

い
ろ
ん
な
課
題
が
あ
っ
た
た
め
だ
と

認
識
し
て
い
る
。数
年
前
か
ら
告
知

は
し
て
い
る
の
で
、家
庭
の
中
で
上
手

に
積
み
立
て
て
い
く
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
る
。

町の観光ガイドと意見交換
― 本町の観光事業、更なる活性化を！ ―

質
問　

歩
く
観
光
を
目
指
し
て
い
る

が
現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。活
性
化
に
向
け
て
観
光
ガ

イ
ド
の
方
々
と
の
意
見
交
換
の
場
は

あ
る
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

駅
舎
を

中
心
に
観
光
施
設
を
周
遊
す
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
印
刷
の
編
集
や
、要

所
要
所
で
観
光
ガ
イ
ド
代
表
の
方
と

の
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

提
言　

文
化
財
の
標
識
が
古
く
な
っ

て
い
た
り
、与
那
原
ナ
ビ
か
ら
観
光
の

申
し
込
み
件
数
が
少
な
い
。ま
た
、ガ

イ
ド
の
高
齢
化
等
課
題
も
あ
る
よ
う

な
の
で
、も
っ
と
意
見
交
換
を
お
願
い

し
た
い
。

質
問　

観
光
３
本
柱
の
ひ
と
つ
で
あ

一
般
質
問

９
月
定
例
会

舩 谷 政 喜
ふな　 たに　 まさ　  き

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普

及
で
認
知
症
対
策
を

使用例
音声コード

冊子

「音声コード」とは…視覚障害者や小さな文字を読みづら
い高齢者らに向けた二次元コード。文字内容をコード情報
（音声コード）に変換して印刷したものを活字文書読上装置
を使って音声化する方法。

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
４
つ
の
柱

正面から水平に見ること
で平等であること、近くで
長くみることで、相手に親
密さを伝える。

大切に思っていることを
伝えるために、ゆっくり、穏
やかな言葉で話すことが
安心につながる。

触れる時は、相手の手を
ゆっくり下から支えること
で優しさを伝える。

１日20分立つ時間をつく
ることで、寝たきりを予防
できる。歯磨きや着替え
などは立って行うなど。

見る１話す２触れる3立つ4

付
さ
れ
る
公
的
な
通
知
に
つ
い
て
、音

声
コ
ー
ド
の
導
入
が
で
き
な
い
か
伺

い
た
い
。

照
屋
福
祉
課
長　

音
声
コ
ー
ド
の
導

入
に
向
け
て
は
課
内
並
び
に
庁
内
で

調
査
し
、費
用
対
効
果
等
も
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

提
言　

他
府
県
の
自
治
体
で
は
、給

付
金
や
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら

せ
に
音
声
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
希
望
す
る
方
に
は
水

道
料
金
や
納
税
通
知
書
に
お
い
て
も

音
声
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
、是
非
本
町
で
も
前
向

き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
う
ケ

ア
技
法
で
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
い
う
の

が
あ
り
、全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
国
内
の
研
究
結
果
で
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
を
実
践
し
た
と
こ
ろ
、認
知

症
の
方
の
行
動
や
心
理
症
状
が
15
％

ほ
ど
改
善
さ
れ
、ケ
ア
す
る
側
の
負

担
感
も
20
％
軽
減
し
た
と
の
有
効
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。福
岡
市
で
は

認
知
症
対
策
と
し
て
こ
の
技
法
を
導

入
し
て
、ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
市
民
講

座
な
ど
も
本
格
的
に
展
開
し
て
い

る
。本
町
で
も
認
知
症
の
ケ
ア
技
法

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。

照
屋
福
祉
課
長　

福
岡
市
で
は
、病

院
並
び
に
介
護
施
設
、家
族
介
護
者
、

一
般
市
民
、児
童
生
徒
、公
務
員
な
ど

幅
広
い
方
々
に
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
講

習
を
行
っ
て
い
る
。本
町
で
も
こ
の
よ

う
な
講
習
等
が
で
き
る
か
課
内
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

障がい者への公的通知を支援
― 音声コードの導入を ―

一
般
質
問

９
月
定
例
会

質
問　

視
覚
障
が
い
者
の
支
援
に
つ

い
て
本
町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

照
屋
福
祉
課
長　

障
が
い
者
総
合
支

援
法
と
し
て
居
宅
介
護
、同
行
介
護
、

通
所
支
援
が
あ
る
。ま
た
市
町
村
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
地
域
生
活
支
援
事

業
、こ
ち
ら
は
移
動
支
援
で
あ
る
。最

後
に
補
装
具
の
支
給
と
し
て
、盲
人

用
の
安
全
杖
を
障
害
者
手
帳
保
持
者

に
給
付
し
て
い
る
。

質
問　

自
宅
に
届
く
郵
便
物
に
は
、

給
付
金
の
お
知
ら
せ
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
券
、選
挙
の
入
場
券
な
ど
重
要
な

封
書
が
あ
る
。視
覚
障
が
い
者
は
重

要
な
封
書
だ
と
わ
か
ら
ず
捨
て
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。障
が
い
の
有

無
に
関
係
な
く
情
報
の
取
得
や
、そ

の
利
用
が
で
き
る
よ
う
、町
民
に
送 新 垣 真一

しん　 がき    しん   いち

 議員

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」と
は…

「
人
間
ら
し
さ

を
取
り
戻
す
」こ
と
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス

語
で
、フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
認
知
症
の
ケ
ア
技

法
。「
人
間
ら
し
さ
と
優
し
さ
に
基
づ
い
た
認

知
症
ケ
ア
」を
表
現
す
る
言
葉
で
あ
る
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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生
活
道
の
整
備
を

文
化
財
の

　
　
周
知
と
整
備
を

沖
縄
戦
を
ど
う
捉
え
る

与那原ベアーズ保育園前の町道に両側溝で快適な環境を

昨
今
、大
学
、高
校
の
授
業
料
の
無
償

化
の
声
も
出
て
い
る
。将
来
す
べ
て
の

教
育
費
の
無
償
化
の
方
向
へ
行
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

与
原
地
区
内
、与
那
原
ベ

ア
ー
ズ
保
育
園
前
の
町
道
は
側
溝
が

片
側
し
か
な
い
。快
適
な
住
環
境
で

は
な
い
た
め
整
備
す
べ
き
で
は
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

側
溝
の

役
割
は
道
路
の
雨
水
排
水
等
、宅
地

か
ら
排
水
を
受
け
河
川
へ
導
く
構
造

に
な
っ
て
い
る
た
め
、整
備
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。こ
の
箇
所
は
約
１

５
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
あ
り
予
算

を
ど
う
す
る
か
検
討
し
た
い
。

質
問　

与
那
原
の
子
ど
も
達
に
町

の
文
化
財
の
教
育
で
ど
う
扱
わ
れ
、

三
津
武
嶽
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
か
。

生
方
も
指
導
で
き
る
よ
う
毎
年
、町

内
文
化
財
、史
跡
め
ぐ
り
を
実
施
し

て
い
る
が
、三
津
武
嶽
の
周
知
は
行
っ

て
い
な
い
。今
後
検
討
し
た
い
。

質
問　

町
民
平
和
の
日
を
定
め
る
条

例
、国
内
で
唯
一
の
地
上
戦
の
記
述
が

削
除
さ
れ
た
。何
故
か
、通
達
が
あ
っ

た
の
か
。

岡
総
務
課
長　

町
民
か
ら
表
記
は

誤
り
で
は
な
い
か
の
指
摘
が
あ
り
、調

査
し
確
認
し
た
と
こ
ろ「
樺
太
、硫
黄

島
」で
地
上
戦
が
あ
り
、閣
議
決
定
も

さ
れ
て
お
り
、表
現
を
改
正
し
た
。

質
問　

１
９
７
５
年
、日
露
、樺
太
、

千
島
交
換
条
約
で
樺
太
は
ロ
シ
ア
領

に
な
っ
て
い
る
、硫
黄
島
は
東
京
か
ら

１
２
２
キ
ロ
離
れ
た
孤
島
で
あ
り
、

こ
じ
つ
け
で
は
な
い
か
。ど
こ
か
ら
も

指
摘
さ
れ
な
い
よ
う
、全
県
民
を
巻

き
込
ん
だ
唯
一
の
地
上
戦
と
記
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

照
屋
町
長　

新
た
な
条
文
で
、多
く

の
住
民
を
巻
き
込
む
地
上
戦
は
思
慮

す
べ
き
だ
と
思
う
。史
実
等
を
精
査

し
改
正
を
含
め
検
討
し
た
い
。

学校給食費無償化
― 沖縄県・与那原町で半額ずつ負担し実施へ！ ―

質
問　

６
月
の
一
般
質
問
で
、学
校

給
食
費
無
償
化
の
質
問
に
対
し
て

「
検
討
す
る
」と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、対

応
策
を
伺
い
た
い
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

次
年
度
か

ら
中
学
生
の
み
、沖
縄
県
と
与
那
原

町
で
半
額
を
出
し
合
い
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

質
問　
「
教
育
費
は
無
償
化
と
す
る
」

と
憲
法
で
う
た
わ
れ
て
い
る
。当
然
、

国
が
や
る
べ
き
こ
と
を
沖
縄
振
興
予

算
が
削
ら
れ
、県
財
政
が
厳
し
い
中

の
実
施
で
あ
る
。町
長
は
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

照
屋
町
長　

現
状
は
中
学
生
の
み

で
、小
学
生
の
保
護
者
か
ら
す
る
と

不
満
で
あ
る
。憲
法
に
も
義
務
教

育
費
は
無
償
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、

一
般
質
問

９
月
定
例
会

我 謝 孟 範
が　 じゃ　 もう   はん

 議員

み　

ち　

ん　

だ
き

み　

ち　

ん　

だ
き

与那原町にある史跡のひとつである「三津武嶽」
み　ち　ん　だき

吉
野
学
校
教
育
課
長　

小
学
３
年

生
を
対
象
に
社
会
科
の
授
業
と
し

て
、主
に
綱
曳
資
料
館
、軽
便
駅
舎

を
見
学
、体
験
を
指
導
し
て
い
る
。先

か
ら
ふ
と　
　

い　
お
う

じ
ま

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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保
育
士
不
足
を

　
　
　
ど
う
考
え
る

学
校
教
育
の
環
境

与那原町教育委員
会発行の「大綱曳の
資料集」2005年3月

係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

新
た
な
資
料
集
の
発
刊
の
必
要
性
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

保
育
士

不
足
は
深
刻
で
、15
名
程
度
減
少
し

て
い
る
。

質
問　

沖
縄
女
子
短
期
大
学
で
、町

外
の
保
育
園
は
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、就

職
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、

町
内
保
育
園
も
積
極
的
に
プ
レ
ゼ
ン

や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な

形
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
必
要
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

昨
年
度
、

町
内
の
保
育
所
か
ら
も
提
案
が
あ

り
、沖
縄
女
子
短
期
大
学
に
話
を
し

た
が
、時
期
的
に
遅
か
っ
た
た
め
実
現

で
き
な
か
っ
た
。今
年
度
は
町
内
の
保

育
施
設
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

ど
の
よ
う
な
現
状
か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

教
職
員
の

勤
務
時
間
は
、８
時
15
分
か
ら
16
時

45
分
ま
で
で
あ
る
。生
徒
の
受
け
入

れ
の
た
め
、自
主
的
に
早
く
出
勤
す

る
先
生
も
い
る
。中
学
校
で
は
、部
活

動
を
平
日
に
２
時
間
、土
日
は
交
代

で
１
日
３
時
間
行
っ
て
い
る
。な
お
、

水
曜
日
は
部
活
は
行
っ
て
い
な
い
。

質
問　

昔
の
教
員
は
、部
活
指
導
で

業
務
が
増
え
、残
業
し
な
が
ら
指
導

し
て
い
た
と
の
事
だ
が
、現
在
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
導
入
し
て
も
業
務
が
減
ら
ず
、

負
担
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。こ
の
点
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

垣
花
教
育
長　

文
部
科
学
省
が
教

育
業
務
を
３
つ
に
分
類
し
、沖
縄
県

教
育
庁
が
昨
年
、働
き
方
改
革
推
進

課
を
設
置
し
て
業
務
軽
減
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。業
務
の
優
先
順

位
を
考
え
、効
率
的
な
働
き
方
を
す

る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
る
。

与那原大綱曳の歴史資料改正
― 資料や史書内容の見直しを！ ―

一
般
質
問

９
月
定
例
会

質
問　

資
料
や
史
書
は
あ
る
の
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

教

育
委
員
会
で
は
、平
成
17
年
に
作
成

し
て
お
り
、大
綱
曳
の
実
態
を
、残
す

事
を
重
点
に
、各
係
や
部
門
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
づ
く
り
を
中
心
に
総
合
的
な
資

料
と
し
て
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

教
育
委
員
会
が
発
刊
さ
れ
た

資
料
集
と
は
別
の
本
も
あ
り
、中
身

が
違
う
部
分
や
歴
史
的
背
景
が
詳
し

く
書
か
れ
て
い
る
物
も
あ
る
。現
在
と

内
容
も
異
な
り
、そ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
改
め
て
作
り
直
す
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

発

刊
か
ら
20
年
近
く
経
っ
て
お
り
、内

容
が
様
々
変
わ
っ
て
き
て
い
る
事
も

含
め
、大
綱
曳
実
行
委
員
会
、各
関 古 堅 亮 吉

ふる　 げん   あき   よし

 議員

保育士業務の
魅力向上で

保育士不足を改善！

与
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よ
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地
元
業
者
の
活
用
を

も
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
う
。

質
問　

保
育
士
へ
の
支
援
事
業
は
、

各
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
る
。や
は

り
、保
育
士
も
自
分
の
生
活
が
あ
る

の
で
条
件
が
良
い
所
で
働
き
た
い
。就

学
奨
励
金
の
新
規
事
業
も
実
施
し
て

も
ら
い
た
い
が
、宿
舎
借
り
上
げ（
家

賃
補
助
）事
業
も
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。保
育
士
確
保
に
は
、園
の
努

力
も
必
要
だ
が
、そ
こ
に
行
政
の
手

助
け
も
必
要
。町
長
の
考
え
は
。

照
屋
町
長　

今
後
の
保
育
を
考
え
る

上
で
、総
合
的
に
保
育
の
在
り
方
、あ

る
い
は
援
助
、ま
た
国
・
県
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
経
験
者
も

含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
よ

う
な
組
織
を
立
ち
上
げ
て
、今
後
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
事
を

総
合
的
に
検
討
さ
せ
て
み
た
い
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。

質
問　

与
那
原
町
・
八
重
瀬
町
で
進

め
て
い
る
広
域
で
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
事
業
。運
営
管
理
費
を
除
く
、設

計
費
・
本
体
工
事
費
・
そ
の
他
費
用
で

約
50
億
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
事
業
実
施

す
る
な
か
で
、両
町
で
協
議
会
を
立

ち
上
げ
て
、今
後
の
細
か
い
部
分
を

協
議
し
て
い
く
と
の
事
だ
が
、建
設
に

お
い
て
は
、八
重
瀬
町
を
含
め
、本
町

の
地
元
業
者
活
用
に
つ
い
て
、ど
う
考

え
て
い
る
か
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

地
元
業

者
が
関
わ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。協
議
会
に
お
い
て
、

委
託
業
務
や
工
事
関
連
、発
注
方

法
、業
者
の
選
定
方
法
、公
募
条
件
な

ど
に
つ
い
て
は
、両
町
で
協
議
し
な
が

ら
決
定
し
て
い
く
。

提
案　

両
町
の
地
元
業
者
が
頑
張
れ

る
よ
う
、入
札
な
ど
に
お
い
て
も
加

点
方
式
な
ど
を
本
町
か
ら
提
案
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

保育の今後を本町はどう考える
― 保育士確保に向けた対策を ―

質
問　

保
育
士
確
保
が
困
難
な
こ
と

に
よ
り
、利
用
定
員
を
割
っ
て
い
て
、

運
営
が
厳
し
い
状
況
の
保
育
園
が
本

町
に
は
何
ヶ
所
か
あ
る
。利
用
定
員

の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
よ
り
保
育

園
の
運
営
を
助
け
る
の
も
ひ
と
つ
の

手
段
で
は
あ
る
が
、そ
れ
に
よ
り
待

機
児
童
が
増
え
る
。し
か
し
保
育
士

が
い
な
け
れ
ば
、子
ど
も
の
受
け
入
れ

は
出
来
ず
、園
の
運
営
は
厳
し
く
な
っ

て
い
く
中
で
、今
後
を
本
町
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

保
育
士

確
保
に
つ
い
て
は
、今
年
度
も
保
育
士

の
修
学
資
金
貸
付
け
事
業
を
予
算
化

し
て
い
る
の
で
、今
後
も
継
続
し
て
い

く
。ま
た
、保
育
士
の
掘
り
起
こ
し
の

た
め
に
、就
学
奨
励
金
の
新
規
事
業

一
般
質
問

９
月
定
例
会

松 長 康 二
まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
・Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
飲
食
エ
リ
ア
に

は
駐
車
場
が
足
り
な
い
。陸
上
競

技
場
を
無
く
し
て
、そ
こ
に
飲
食

エ
リ
ア
や
駐
車
場
を
作
る
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
事
業
が
、こ
の
先
町
民
へ
ど
う

還
元
さ
れ
る
の
か
全
く
見
え
な
い
。

本
町
は
こ
の
事
業
に
、今
後
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

そ
の
他
の
質
問

◆
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連

①②③

八重瀬町・与那原町
学校給食センター基本計画

候
補
地
：
八
重
瀬
町
字
後
原

敷地面積：約10,000㎡　所有者：民有地

生ごみ処理機、事務用品

建築基本設計・建築実
施設計・工事監理・各種
申請業務（申請料含む）

建築工事・電気設備工
事・空調設備工事・機械
設備工事・厨房設備工
事・排水処理施設工事・
浄化槽工事・その他

約１億100万円

約4,900万円

約50億1,000万円

約48億6,000万円

費用項目

設計費

その他

合計

本体
工事費

概算金額（税込） 備　考

（
島
尻
消
防
署
八
重
瀬
出
張
所
近
隣
）

※建設費用（概算）

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
12
月
）
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与那原の将来について語る
９月27日（金）の19時から上の森かなちホールにて「議会報告会＆意見交換会」を開始しました。
町内外から総勢38名の参加があり、現状及び今後の与那原町がどうあってほしいのかを議論しました。

第１部　議案審議への質問と回答

第１部　陳情審議への質問及び回答

A.要避難支援者の承諾を得て、個別避難計画を
立てるなどが条例に盛り込まれている。

A.個人情報の管理については、「知り得た情報を
漏らしてはならない」ということも制定されている。

A.しっかり行政に伝える。

Q.民生委員と福祉課で要避難支援者の
対応について会議を開いてきたが、対象者
からの個人情報提供の承諾がなかなか得

られないため、名簿は作り切れていないと思う。でも
必要なので、民生委員より力のある行政に、個人
情報提供の要請に動いて欲しい。

Q.災害が増えている。東浜などは津波が
来たら大変になる。支援が必要な障がい者
お年寄りなどの情報が必要になるが、個人

情報であり情報を出すのは困難だとは思う。民生
委員など限定した範囲で情報共有をして早急の行
動が出来る体制づくりが必要。現在はどういった範
囲まで情報提供されているか。

A.待機児童対策の中で、保育園に入れない０歳児
から１～２歳児を５名限度に預かり自宅などを使って
運営している事業者のことを指している。

Q.与那原町家庭的保育事業等とはどうい
う意味か。

A.議会は条例等中身については審議するが、行政
の仕組みであるため議会としてお答えするのは難し
い。行政にはしっかり伝える。

Q.会計年度職員について、正職員に任用
する制度がないのか。

A.114名から128名に増やす内容。委員会の中で
行政の意見聞き取りを行ったが、仕事が回らずやる
べきサービスが滞っている状況であることへの対応。
サービス維持のため人員増という対応が必要になる
が、働き方改革等やシステム化の推進により集約さ
れていくということを委員で話し合った。

A.人件費が一番懸念されるが、行政サービスはどう
しても必要。ＩＣＴ化を進めているがそれでも人手が
足りないのが現状であり、最低限これだけは必要だ
ということで可決した。

Q.職員定数条例の一部改正について、何
名が何名になったのか。職員が増えると将
来的に財政が厳しくなってくるが、どう議論

したのか。

A.観光商工課の名称がなくなり馴染みのないブラン
ド推進課に変えるにはもう少し議論が必要で、時期
尚早ではないか、町民目線で考えるべきではないか
との考えで賛否が分かれた。

A.委員会でも、多数の意見が出たが、議論を経て
最終的に我謝議員のみ反対で賛成多数となった。

A.名称としては、与那原を付け与那原ブランド推進
課が良いのではないかなどの意見もあったが、最終
的にこの名称で可決された。

Q.ブランド推進課設置の議案について賛
成多数になった経緯を知りたい。

A.契約金額は税込みで1957万1200円。条件付き
の一般入札方式で決まった。

Q.360度３Ｄシアターを購入しているが予
算はいくらだったのか。

A.採択は全てを可とすることであり、陳情と一緒に
意見書が付いてきた場合は、意見書を相手先に送
付する。趣旨採択は、その趣旨は理解するが意見書
を送るまでは至っていないと判断した場合に行う。

A.全体の趣旨は理解できるが一部が不足している
という場合にも趣旨採択となる可能性がある。

Q.趣旨採択と採択の違いを知りたい。
採択された陳情はその後どうなるのか。

A.請願書は議員が加わって提出するもので、陳情
書は各々団体のみで出す。請願書は法的拘束があ
り、陳情書は議会内で処理をしていく。 

Q.請願と陳情の違いについても聞きたい。

A.ワクチン接種をした子どもが摂取していない子ども
に影響するため、学ぶ場所を分けて欲しいとの内容
だったが、ワクチンを打つ打たないは自由である。親
の考え方の違いであり正しいとも間違いとも言えない
ため、継続審議をしてきたが最終的には認めるのは
どうかという声も出て反対多数で不採択となった。

Q.健康上の理由で学校に行けない子ども
の学ぶ権利を保証する内容だが、なぜ不
採択としたのか。中身が問題だったのか。

A.まだ確定した事項はないが、行政も個別で対応
出来ることがないかと考え、話し合いを進めている。

Q.不採択となった理由は分かったが、学ぶ
権利は何らかの方法で守るべきである。行
政と話し合い、何か出来ることはないかを

考えるべきと思うが。歩み寄りはなされたのか。

A.規定に基づき与那原町いじめ問題専門委員会
を置くという文言の、規定に基づいた後に「必要があ
ると認めれれる時は」という文言を加えた。 

Q.いじめ問題対策の条例について、一部
を改正するということだが、その一部につい
て内容を知りたい。

A.港区の指定管理について、町から区の方にお
願いをしている。条例上、定められた契約期間が切
れると新たに契約を交わし直すが、企業と交わすこ
とはない。

A.水道会計の剰余金について、剰余金は一般的
に利益を指すが、事業継続のための基金として積み
立てている。議会としても必要と考え可決している。

Q.港区のコミュニティーセンターの指定管理
について、変更した理由について聞きたい。

Q.水道会計事業の決算に伴う剰余金の
処分について、その儲けをどう配分しているのか。

Q.ひとりも犠牲を出さないことが大事で、本人が
断っても放っておくわけにはいかない。防災士など
が速やかに動ける体制が必要だと思う。

 議会報告会＆意見交換会開催町内外から
38名が参加

第
９
回 

議
会
報
告
会
＆
意
見
交
換
会

第
９
回 

議
会
報
告
会
＆
意
見
交
換
会

第９回

与
那
原
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議
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６
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）
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与那原の将来について語る
９月27日（金）の19時から上の森かなちホールにて「議会報告会＆意見交換会」を開始しました。
町内外から総勢38名の参加があり、現状及び今後の与那原町がどうあってほしいのかを議論しました。

第１部　議案審議への質問と回答

第１部　陳情審議への質問及び回答

A.要避難支援者の承諾を得て、個別避難計画を
立てるなどが条例に盛り込まれている。

A.個人情報の管理については、「知り得た情報を
漏らしてはならない」ということも制定されている。

A.しっかり行政に伝える。

Q.民生委員と福祉課で要避難支援者の
対応について会議を開いてきたが、対象者
からの個人情報提供の承諾がなかなか得

られないため、名簿は作り切れていないと思う。でも
必要なので、民生委員より力のある行政に、個人
情報提供の要請に動いて欲しい。

Q.災害が増えている。東浜などは津波が
来たら大変になる。支援が必要な障がい者
お年寄りなどの情報が必要になるが、個人

情報であり情報を出すのは困難だとは思う。民生
委員など限定した範囲で情報共有をして早急の行
動が出来る体制づくりが必要。現在はどういった範
囲まで情報提供されているか。

A.待機児童対策の中で、保育園に入れない０歳児
から１～２歳児を５名限度に預かり自宅などを使って
運営している事業者のことを指している。

Q.与那原町家庭的保育事業等とはどうい
う意味か。

A.議会は条例等中身については審議するが、行政
の仕組みであるため議会としてお答えするのは難し
い。行政にはしっかり伝える。

Q.会計年度職員について、正職員に任用
する制度がないのか。

A.114名から128名に増やす内容。委員会の中で
行政の意見聞き取りを行ったが、仕事が回らずやる
べきサービスが滞っている状況であることへの対応。
サービス維持のため人員増という対応が必要になる
が、働き方改革等やシステム化の推進により集約さ
れていくということを委員で話し合った。

A.人件費が一番懸念されるが、行政サービスはどう
しても必要。ＩＣＴ化を進めているがそれでも人手が
足りないのが現状であり、最低限これだけは必要だ
ということで可決した。

Q.職員定数条例の一部改正について、何
名が何名になったのか。職員が増えると将
来的に財政が厳しくなってくるが、どう議論

したのか。

A.観光商工課の名称がなくなり馴染みのないブラン
ド推進課に変えるにはもう少し議論が必要で、時期
尚早ではないか、町民目線で考えるべきではないか
との考えで賛否が分かれた。

A.委員会でも、多数の意見が出たが、議論を経て
最終的に我謝議員のみ反対で賛成多数となった。

A.名称としては、与那原を付け与那原ブランド推進
課が良いのではないかなどの意見もあったが、最終
的にこの名称で可決された。

Q.ブランド推進課設置の議案について賛
成多数になった経緯を知りたい。

A.契約金額は税込みで1957万1200円。条件付き
の一般入札方式で決まった。

Q.360度３Ｄシアターを購入しているが予
算はいくらだったのか。

A.採択は全てを可とすることであり、陳情と一緒に
意見書が付いてきた場合は、意見書を相手先に送
付する。趣旨採択は、その趣旨は理解するが意見書
を送るまでは至っていないと判断した場合に行う。

A.全体の趣旨は理解できるが一部が不足している
という場合にも趣旨採択となる可能性がある。

Q.趣旨採択と採択の違いを知りたい。
採択された陳情はその後どうなるのか。

A.請願書は議員が加わって提出するもので、陳情
書は各々団体のみで出す。請願書は法的拘束があ
り、陳情書は議会内で処理をしていく。 

Q.請願と陳情の違いについても聞きたい。

A.ワクチン接種をした子どもが摂取していない子ども
に影響するため、学ぶ場所を分けて欲しいとの内容
だったが、ワクチンを打つ打たないは自由である。親
の考え方の違いであり正しいとも間違いとも言えない
ため、継続審議をしてきたが最終的には認めるのは
どうかという声も出て反対多数で不採択となった。

Q.健康上の理由で学校に行けない子ども
の学ぶ権利を保証する内容だが、なぜ不
採択としたのか。中身が問題だったのか。

A.まだ確定した事項はないが、行政も個別で対応
出来ることがないかと考え、話し合いを進めている。

Q.不採択となった理由は分かったが、学ぶ
権利は何らかの方法で守るべきである。行
政と話し合い、何か出来ることはないかを

考えるべきと思うが。歩み寄りはなされたのか。

A.規定に基づき与那原町いじめ問題専門委員会
を置くという文言の、規定に基づいた後に「必要があ
ると認めれれる時は」という文言を加えた。 

Q.いじめ問題対策の条例について、一部
を改正するということだが、その一部につい
て内容を知りたい。

A.港区の指定管理について、町から区の方にお
願いをしている。条例上、定められた契約期間が切
れると新たに契約を交わし直すが、企業と交わすこ
とはない。

A.水道会計の剰余金について、剰余金は一般的
に利益を指すが、事業継続のための基金として積み
立てている。議会としても必要と考え可決している。

Q.港区のコミュニティーセンターの指定管理
について、変更した理由について聞きたい。

Q.水道会計事業の決算に伴う剰余金の
処分について、その儲けをどう配分しているのか。

Q.ひとりも犠牲を出さないことが大事で、本人が
断っても放っておくわけにはいかない。防災士など
が速やかに動ける体制が必要だと思う。

 議会報告会＆意見交換会開催町内外から
38名が参加
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第２部　意見交換会

Q.議員は普段どのような
　　　　　活動をしているのか

Q.意見を聞くだけでなく実現するために
しっかり行政に意見を届けて欲しい。また沢
山の町民の皆さんに議会を傍聴して頂き

たいと思っている。

A.しっかり行政に声を届けるので、各議員に声をお
聞かせ頂きたい。

参加者アンケート集計結果

A.議員の役割は２つあり、１つ目は行政が立てた施
策について、内容や予算が妥当かどうかを審議する
こと。２つ目は町民の声を行政に届けることである。

A.町民の意見を聞き一般質問で取り上げ、町民が
豊かになるように動くのが議員。朝の立哨や見守り
活動をしている議員もいる。町民のためやるのが議
員だと思う。

Q.昨年の３名参加からこれだけの人数に
増えたことは素晴らしいと思うが要因は。

Q.ヒーローヒロインインタビューは議会ではな
く教育委員会の仕事ではないか。議員個人の活動を
掲載した方が町民に議員への理解が深まると思うが。

Q.議場も、議員全員の顔が見えるように逆にして
はどうか。

A.昨年３名の参加であったことを反省し、参加者か
らの意見を活かし周知活動に力を入れた。区長に
案内放送を流して頂いたり、大型掲示板を活用した
り、LINEで発信したり、各種団体に案内文を送っ
たことでこの人数となった。

A.ヒーローヒロインインタビューについては、議会だよ
りにそぐわないと感じている人も多いと思うが、多くの
方に読んで貰うために、全国的には町民の声を載
せるなどの取り組みも見られ、身近な人が載ることで
興味を持ち、年配の方から若い方まで読む方が増え
るのではないかと考え採用した。町議会としての取り
組みを載せるのが議会だよりで、議員個人の取り組
みはそれぞれの方法で報告すべきと広報委員会と
しては考えている。

A.議場は新築したばかりなので今は難しいが、今
後の参考にしていきたい。

A.どうしても採算が取れないということで大手ゼネコ
ンが辞退した。県は今後検討委員会を開くことに
なっているが、どうなるかはわからない状況。最低で
も２年は遅れると思う。採算の取れるPFI事業にし
ないといけない。商業施設などを併設しない限りホ
テルは来ない。与那原町としてはＢブロックをMICE
の計画から切り離し、与那原町に売って頂きたい。も
ともとその約束であったが県が応じてくれない状況。
今後町としてＢブロックを購入可能か話をすることに
なっている。西海岸は様々な計画が進んでおり東海
岸は正念場と言える状況。議会としても行政に言う
べき事はしっかり言う。町長は知事と腹を割って話し
合っていただきたい。 

Q.MICEは2029年供用開始と発表された
のに、手を挙げていた大手ゼネコンが手を引
き、応募者がないまま募集も締め切られた。

この先いったいどうなるのか。町民はとても不安に
思っているはず。議員として考えていることがあるか。

A.対象者の将来を見据え宿舎付きの学校につい
て調べ、情報提供を行ったが与那原町には対応す
る援助金制度等がなかったこともあり他地域のグ
ループホームに通うことになった。うるま市や那覇市、
浦添市などは就職するために資格を取る宿舎付き
学校へ通うことに援助金を出しているが、与那原町
にはその制度がないため同様の支援が可能か、今
後検討する必要がある。

Q.中学を卒業して学校も行かない、仕事に
も就かない。どこにも行く場所がなく引きこ
もる。与那原にはそういった18歳未満の子

ども達への受け皿がない。対応が必要だと思うが、
議員の皆さんは相談を受けたことがあるか。または、
居場所が必要という考えはあるか。

（参加者38名、アンケート回答者18名）回答率47％
①性別／男性12名、女性6名）
②年齢／10～40代なし、50代３名、60代３名、70代１０名
③居住区／江口２名、与原３名、上与那原２名、当添１名、
　　　　東浜４名、板良敷１名、浜田３名、森下２名
④知ったきっかけ／ライン８名、 デジタル看板０名、 区内放送
　　　　７名、その他３名
⑤参加しやすい日／平日昼０名、平日夜12名、休日昼０名、
　　　　休日夜４名
⑥意見＆要望
１． みんな傍聴に来て欲しい。町民が見に来ることによって行
　 政も議会も緊迫感が生まれるのではないか。また、傍聴の
　 呼び掛けは各種団体にやっているか
２． 議会報告会は年１回では少ないのではと思った。町民と議

　員の距離がもっと近くなるといいなと感じた。知人から話を
　聞くのではなくて、声を出せない人にも耳を傾けて欲しい
３． 議案や陳情を簡単でいいので分かりやすく作って欲しい
４． 議会をＳＮＳ等で視聴する方法はないか
５． 住民が影響を受ける議案のみを重点的に報告するのもあり
６． 親川の石畳みの通りがもったいない。活性化を考えては
７． 議案に対して１行ずつぐらいでいいので、何が変わったかの
　説明をいれてみたらどうか
８． 町民と行政をつなぐパイプ役としてこれからの活躍を期待する
９． 報告会をなくして意見交換会の時間を増やしてはどうか
１０.危機感を感じなかった
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議 長 活 動 報 告 ※議長の主な日程を抜粋して掲載しております。（令和６年９月～令和６年10月）

【９月】  
11日・与那原町陸上競技大会開会式
 ２日・南部振興会 第４回理事会
 ５日・議案説明会・主要事業説明
28日・与那原大綱曳まつり図画
　　　作文コンクール表彰式

30日・八重瀬町・与那原町学校給食センター協議会
　　　 設置に関する協議書調印式
【10月】  
 ６日・島尻郡陸上競技大会 開会式

 ７日・沖縄県町村議会議長会 定例理事会
 　　・沖縄県町村議会議長会 定例総会
 ８日・海外友好親善大使人材育成事業研修会修了式
　　　 及び報告会
 ９日・町村議会議員・事務局職員研修会／交流会
12日・当添祭り
18日・横断者注意喚起灯の供用開始式
19日・町文化協会主催「文化祭」オープニングセレモニー
　　 ・金武町大綱曳
29日・南部振興会 第５回理事会

12月の定例議会は…

町民の皆さん、まずは足を運びましょう!

議会日程は議会ホームページ　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/
または「議会事務局 ☎945-5775」へお問い合わせください

一般質問▶11日（水）・12日（木）・13日（金）9日（月）～13日（金）
定例会は６月、９月、12月、３月に開会しています。（10時から）

You Tubeでも傍聴できるよ〜!

予
定

こ
う
し
て

　
ほ
し
い
な

をしませんか!?
※「一般会議」とは「与那原町に関する課題」について、町民の皆様が 
　直接声を届けられる会議です。あなたと議会が直接意見交換がで
　きます。議会と意見交換したい方は参加申し込みが必要です。詳細
　は下記「議会事務局」へお問い合わせください。

　日頃生活をしている中で「これ何とかならないかな？」とか「こうしてほしい」など、さまざまな課題
が出てくると思います。町長を始め、役場職員、町議会議員でもなかなか気づかないこともあります。
皆様が気づいたことを議会や行政に届け、住みやすい安心・安全なまちづくりをしていきましょう。

こ
れ
何
と
か

な
ら
な
い
？

↓そこで…あなたの意見を届けよう↓

一般会議

議会事務局　☎945-5775お問い合わせ

議会と意見交換できるんです ※議会と意見交換したい方は申し込みが必要です

　

町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

２
０
２
４
年
も
12
月
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
が
良
い
１
年
だ
っ
た
と
言

え
る
よ
う
に
、最
後
の
１
か
月
を

有
益
に
過
ご
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

地
震
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が

続
く
日
本
、い
ま
だ
回
復
途
上
で

あ
る
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
は
、台
湾
付
近
で

起
き
た
地
震
に
よ
り
我
が
町
に
も

被
災
の
危
機
が
迫
り
ま
し
た
。

　

津
波
到
達
ま
で
時
間
が
あ
っ
た

こ
と
も
影
響
し
て
か
、車
で
避
難

す
る
方
が
多
く
大
渋
滞
が
発
生
。

大
き
な
課
題
を
確
認
す
る
１
日

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、子
ど

も
達
の
通
う
施
設
、企
業
な
ど
の

素
早
く
的
確
な
避
難
も
見
ら
れ
、

訓
練
を
含
め
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、多
忙
な

12
月
を
健
康
に
留
意
し
て
お
過

ご
し
下
さ
い
。

編
集
後
記

議会広報常任委員会
委　員 志村　幸司

〔お詫び〕議会だより142号「ヒーロー・ヒロインインタビュー」で、名前の表記に誤りがありました。
　　　 　誤 「金城颯助さん」→ 正 「金城颯佑さん」訂正してお詫び申し上げます。
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ちゅぐとぅそーけー
まちげーねーんさ

発
行
／
与
那
原
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
☎
098-945-5775

〒
901-1392　

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
上
与
那
原
16番

地
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.yonabaru.okinaw

a.jp/gikai/

143

よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

タ
イ
ト
ル「
書
」

ヒーロー・ヒロインインタビュー

祖父がドラマー、父が吹奏楽経験者、姉が吹奏楽、

マーチングをしていて小さい頃からたくさんの音

楽に触れていたので、自分も何か楽器をやってみ

たいと思い、与那原中学校吹奏楽部へ体験に行き

ました。そこでサックスに出会い、金色に輝く見

た目や先輩の優しい指導に惹かれ始めました。

No. 号143
あなたと

町政を結ぶあなたと

町政を結ぶ

よなばるよなばる

令和６年12月１日発行

６月定例会 一般質問P

議案41号 各議員による質疑・討論3P

第９回 議会報告会＆意見交換会16-18

4-15

P

議長活動報告・12月定例会日程・編集後期19P

柏原睦玖さん

令和６年度 第３回 議会定例会報告２P

20P ヒーロー・ヒロインインタビュー 

サックス（楽器）を始めたきっかけはQ

Q

Q

憧れのプレイヤーの生音を目の前で聴くことがで

き、とても感動しています。また、4人の違った視

点からのご指導を受け、自分の中の音楽性や自由

度が広がっていくことがとても嬉しいです。自分

の課題がどんどん浮き彫りになり、改善しなけれ

ばいけない点の多さにキャパオーバーになりそう

になりますがしっかりとひとつずつ地道にこなし

ていくことで自分の成長を噛み締めています。

レッスンを受けての感想は
（楽しいこと・辛いこと等）

Q Q

私は将来、トッププロサックスプレイヤーとなり

色々なジャンルの音楽を最高水準の演奏で皆さん

にお届けできるようになりたいです。

今後の目標は

自分の音楽性を高めるために、演奏会に行ったり

音源を聞いたりしてたくさんの音楽に触れてほし

い。練習は量も必要ですが、質を大切にして意味

のある練習を心がけて行なってほしい。

憧れのプレイヤーを見つけ、出したい音のイメー

ジをより明確にして日々練習してほしい。

共に音楽をする仲間を見つけて、楽しんで音楽を

してほしい。

与那原町で音楽を
頑張っている子ども達へ一言

● 音楽をしやすい環境を作るため学生でも気軽に

　練習できる場所を安価で提供してほしい。

　(部活がない日に練習することができないため)

　(ホール練習も気軽にできるように)
● より地元の子が音楽に触れられるよう定期的に

　プロのプレイヤーを呼んで演奏会、講習会を開

　催してほしい。
● 与那原中学校にある楽器は使い古されており、

　良い音が鳴りにくいので新しい楽器にしてほし

　い(ある程度良い楽器を買わないと、良い音が

　鳴らない）。また、楽器には大きな個体差がある

　ため選定品を買ってほしい。
● 県外などの大会出場にあたって町からの助成金

　の増額。

与那原町への希望・要望は

私の憧れのプレイヤーである上野耕平さんにレッ

スンを受けられると知って、最初は躊躇していま

したが、野原シーサー朝宇先生に背中を押してい

ただきオーディションに挑戦しました。合格した

時は、最初は信じられませんでしたが、だんだん

と実感が湧き大喜びで日頃お世話になっている先

生や家族、友達に連絡したのを覚えています。ま

た、嬉しくも１月の本番をたくさんの人の前で演

奏することを想像すると少し緊張や不安がよぎり

ました。

オーディションを受けたきっかけ及び、
合格した時の感想は

Q

　今回紹介するヒーロー・ヒロインは、東浜在住
の柏原睦玖さん。
　Ｔｈｅ Ｒｅｖ Ｓａｘｏｐｈｏｎｅ Ｑｕａｒｔｅｔ（ザ レヴ サク
ソフォン カルテット）の「プロデュース企画2024」
オーディションに合格し、１月に東京で行われるレ
ヴとのコンサートでの共演を目指し、現在レッスン
に取り組んでいます。また、板良敷青年会でのエ
イサーや青年会活動をはじめ、趣味のスケート
ボードなど、今後の与那原町を担う人材として紹
介します。

 照屋　勤
てるや つとむ

森下区長

Saxophone
Quartet

The Rev
Saxophone

Quartet
The Rev

「Ｔｈｅ Ｒｅｖ Ｓａｘｏｐｈｏｎｅ Ｑｕａｒｔｅｔ」とは
…東京藝術大学卒の４人で構成され、
全国各地でリサイタルやアウトリーチ活
動など、様々な演奏活動を行うサクス
フォンカルテット

かし   はら む く

かし   はら む く

沖縄県立那覇高等学校２年  柏原 睦玖さん コン
サー
ト共
演

コン
サー
ト共
演

コン
サー
ト共
演

かし   はら む く コンサートに向けたレッスンの様子を動画で見ることができます↑

命を守ろ
う！
後ろを振

り返るな
！
さあ走ろ

う！命を守ろ
う！
後ろを振

り返るな
！
さあ走ろ

う！

令和６年11月５日 地震津波避難訓練
（上の森保育園・分園のようす）

◎人の事を考えて行動すれば
　間違いはない




